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戦後の学校教育における農業教育での林業の扱いの変化 

 

○井上真理子・大石康彦（森林総研多摩），東原貴志（上越教育大） 

 

はじめに 

森林・林業教育は，農業教育の中に含まれるが，農業分野のひとつであった林業に関する科

目や学科が減少している。農業教育の中での林業の位置づけを捉え直す必要性が生じている。

平成 29～30 年には新たな「学習指導要領」が告示されており，今後の方向性が示されている。 

そこで，農業教育の中での林業の変化について，学習指導要領の記載内容をもとに分析した。

農業は，戦後の中学校での教育内容に含まれていたことから，対象を中学校と高等学校とした。 

 

方法 

「学習指導要領データベース」（国立教育政策研究所）をもとに，高等学校は，9回（昭和 22

年～平成 30 年）（1），中学校は，教科「職業」（農業）（昭和 22,26,32,33,44 年）と，「技術・

家庭科」（昭和 33,44,52 年，平成元,10,19,29 年）から，時代区分（1）の順に変化を分析した。 

 

結果と考察  

１．高等学校 Ⅰ期：選択教科「実業」の農業（昭和 22年）があり，実業を主とする教科課程

に木材工芸科（木工，森林利用），林業科（林業 4科目），農業科（林業）があった。教科「農

業」（昭和 26～31 年）では，林業科目と基礎科目（林業一般），農業工作と総合農業の内容に林

業があった。「農業」（昭和 32年）では，目標に職業教育と普通教育の両方が示され，林業は農

業の８課程の 1つだった。Ⅱ期：「農業」（昭和 35・45年）では，林業 6～9科目と林業一般，

総合実習の内容に林業があった。Ⅲ期：「農業」（昭和 53年・平成元年）では，林業 4科目に減

り，総合農業や基礎科目で林業がなくなった。Ⅳ期：「農業」（平成 11年）では，森林 3科目で，

環境科学基礎が新設した（平成 21年に農業と環境）。分野統合し，林業は環境創造に含まれた。 

２．中学校 Ⅰ期：「職業科」（昭和 22年）は，社会の一員として必要な知識・技能・態度を身

に付ける科目として新設され，「職業・家庭科」（昭和 26年）に引き継いだ。職業科（農業）の

学習内容は森林を含んでいた。「職業・家庭科」には，庭木の手入れ，造林（炭焼き，きのこ），

測量，木材加工があった。Ⅱ期：「農業」（選択）（昭和 33,44 年）では，「農業（林業を含む）」

と明記され，造林（林産物利用）を含み，「技術・家庭科」（昭和 33～44 年）では，男子向きに

木材加工と栽培，女子向きに工作があった。Ⅲ期：「技術・家庭科」（昭和52年・平成元年）で

も木材加工と栽培があり，昭和 52年に女子も選択可能になり，平成元年から性別履修が撤廃さ

れ，木材加工が必修化した。Ⅳ期：平成 10年には，木材加工と栽培がものづくりの単元にまと

まったが，平成 19年に生物育成が新設されて必修化され，平成 29年に継承した。職業の基礎

的な林業技術からものづくり（木材加工），近年は循環型資源など環境として注目されていた。 
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